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1. はじめに 

 人々の生活と河川との関係の希薄化に起因する環

境保全意識の低下は，河川の水質汚染や不法投棄を

引き起こしている例えば 1)．このような問題を解決する

ためには，河川への関心を向上させる必要があると

考える．河川への関心を向上させるためには，人気な

河川に必要な要素を把握し，それを基に河川の利用

促進を図る必要がある．星ら 2)は，`15~16 年度版の

各都道府県 46 冊の旅行情報誌「るるぶ」3)を使用し，

記事面積が大きいほど河川の人気度が高いと仮定し

て，観光地へのアクセスのしやすさが河川の人気度

に与える影響を調査した．その結果，観光地へのアク

セスが良いほど人気度が高くなると結論付けた．な

お，アクセスのしやすさは，自動車による近隣都市か

らのアクセス時間および公共交通による近隣都市か

らのアクセス時間を用いて評価している．星ら 2)の

研究では，河川の人気度とアクセスのしやすさとの

関係をグラフとして示したが，両者の関係性を相関

係数として求めていない．そこで，星ら 2)と同様のデ

ータを用いて河川の人気度とアクセスのしやすさの

相関係数を求めたところ，相関は見られない結果と

なった．これは，河川全体を対象として分析を行った

場合，アクティビティの有無などのアクセスのしや

すさ以外の多数の要素が河川の人気度に影響を与え，

相関が見られなかったためだと考える．したがって

本研究では，河川よりも人気に与える要素が少ない

と考えられる河川の中の滝に着目し，滝の人気に与

える要素と人気度との相関を考察した． 
2. 分析方法 

 本研究では，星ら 2)と同様に，佐藤ら 4)が調査した

`15~16 年度版の各都道府県 46 冊の旅行情報誌「るる

ぶ」3)の滝の記事面積を使用した．旅行情報誌におけ

る記事面積が大きいほど，滝の人気度が高いと仮定

した．滝の人気に与える要素として，表-1 に示す 7
項目を対象とした．旅行情報誌に記載されている滝

のうち，落差とアクセス時間の情報が得られないも 

のを除外した 27 瀑の滝を対象として分析を行った．

それぞれの滝について，落差，近隣都市からの距離，

公共交通機関によるアクセス時間，自家用車による

アクセス時間は旅行情報誌に記載されている値を用

いた．寺院内に存在するか否か，神社内に存在するか

否かは，旅行情報誌の地図を参照した．日本の滝百選

に選定されているか否かは，日本の森・滝・渚全国協

議会の公式サイト 5)を参照した．袋田の滝は，他の滝

と比較して記事面積が極端に大きく，相関係数の値

に大きく影響した．一つの滝の記事面積により全体

の考察が左右されることを避けるため，分析対象か

ら除外した．滝の人気度と表-1 に示した滝の人気に

与える要素のそれぞれについて相関分析を行った．

また，重回帰分析を行い，滝に人気を与える要素の影

響度を検討した．重回帰分析は，落差および近隣都市

からの距離を対象とした．この理由は，次節で記す． 
3. 分析結果 

 落差と記事面積の関係を図-1，近隣都市からの距

離と記事面積の関係を図-2 に示す．落差と記事面積

の相関係数は 0.23 と正の相関が見られ，落差が大き

いほど人気度が高くなることが分かった．一方，近隣

都市からの距離と記事面積の相関係数は 0.31 と正の

相関が見られ，近隣都市からの距離が遠いほど人気

度は高くなることが分かった．一般に，星ら 2)が結論

付けたように，アクセスが良いほど人気が高くなる

と考えられる．しかし，本研究では異なる結果となっ

た．この理由を考察するために，落差と近隣都市から
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表-1 滝の人気に与える要素の項目 
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の距離を用いて重回帰分析を行った．その結果を表-
2 に示す．重回帰分析の結果，人気度には落差よりも

近隣都市からの距離が影響していた．その他の相関

係数は，公共交通機関によるアクセス時間と人気度

の間で 0.1 以下，自家用車によるアクセス時間と人気

度の間で 0.24 となった．相関比は，寺院と人気度の

間で 0.30，神社と人気度の間で 0.21，日本の滝百選

と人気度の間で 0.32 であった．袋田の滝を含めた場

合，落差と記事面積の相関係数は 0.1 以下に減少した

が，近隣都市からの距離と記事面積の相関係数は

0.31 と変わらなかった．  
4. 考察 

 分析結果から得た考察は次の通りである． 
落差が大きいほど人気度が高くなる要因は，普段

目にする機会が少ない滝の「水が勢いよく流れ落ち

る」イメージと実際に目にする瀑布が一致し，自然に

足を踏み入れているというレジャー感覚が人々の心

に想起されるからだと考察した．また，近隣都市から

の距離が遠いほど人気度が高くなる要因は，人々が

滝特有の落差以上に，滝に着くまでの所要時間を非

日常的で魅力的なものと捉え，楽しさを見出してい

るからだと考察した．ただし，自家用車を用いる人と

比較して，公共交通機関を用いて滝に足を運ぶ人は

少ないと考えられる．所要時間がかかる上に交通費

もかかることが原因であると考えた．さらに，寺院や

神社の敷地内に存在している滝は，日本古来の山岳

信仰と結びつき成立した修験道における滝行の地と

して信仰されることで，今日の人気を集めていると

考えられる．そして，レジャーの人気が再燃しつつあ

る今日，日本の滝百選を一目見ようと滝を訪れる人

は少なくないため，人気度との繋がりは必然的なも

のであり今後も人気は向上すると考える． 
5. おわりに 

本研究で得られた主要な結果を以下に示す． 
1) 落差が大きく，近隣都市からの距離が遠いほど

滝の人気度が高い結果となった． 
2) 滝には日本古来の宗教的な意味合いがあり，神

聖な場所として人々の注目を集めているほど，

河川の人気度に影響すると推定される． 
今後は，水質や滝と駐車場からの距離が人気度に

与える影響を調査する意向である．また，本研究で得

られた結果を用いて，河川の人気向上策を検討する

必要がある． 
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項目 標準偏回帰係数 
落差 0.158 

近隣都市からの距離 0.241 

 

表-2 重回帰分析の解析結果 

図-1 落差と記事面積の関係 

図-2 近隣都市からの距離と記事面積の関係 
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